
 
 
様式 33 

ペットの飼い主の皆さんへ 
 

 大規模災害発生後、火災や家屋の倒壊によって被害を受けて避難所生活を余
儀なくされた時、多くの被災者は恐怖や不安から平常心を失っている状況下で、共
同生活を送らなければなりません。 
 被災者のみならずペットにとっても、⾒知らぬ人たちの中で、限られたスペースでの
生活はストレスの原因となり、異常⾏動を取ったり、病気になったりすることもありま
す。 
 ペットとの同⾏避難は、避難所運営委員会や他の被災者の理解と協⼒のもと、
ペットの飼い主が責任を持って飼育することを原則とします。 

 
ペットの飼い主の皆さんは、次のことを守って避難所生活を送って下さい。 

 
１ ペットの飼い主さんは避難所ペット登録台帳（様式 32）に必要事項を必 

ず記載して下さい。 
２ 犬は鑑札（登録）、注射済票（狂犬病予防注射）を付けてください。 
   猫は迷子札を付けるか、⾸輪に名前を書いたガムテープなどを貼ってくださ 

い。 
３ ペットは、指定された場所につなぐか、檻

お り
やゲージの中で飼ってください。 

４ 飼育場所や施設は、飼い主の手によって常に清潔にし、必要に応じて消毒 
を⾏ってください。 

５ 屋外の指定された場所で排尿・排便させ、後始末を必ず⾏ってください。 
６ 原則としてペットの⾷料は飼い主さんが用意して下さい。 

また、給餌は時間を決めて、その都度きれいに片付けを⾏ってください。 
７ 運動やブラッシングは、必ず屋外で⾏ってください。 
８ 飼育困難な場合は、避難所運営委員会に申し出てください。 

（相談先 船橋市動物愛護指導センター 047-435-3916） 
９ 他の避難者との間でトラブルが生じた場合は、速やかに避難所運営委員会 

まで連絡してください。 
 
※ 盲導犬、介助犬、聴導犬などの補助犬については、ペットとは捉えず要配 

慮者への支援として考えます。 
 


